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１２月定例会は、１２月１８日から２１日まで４日間の会期で開催しました。
提出議案は、専決補正予算１件、補正予算５件、財産の取得２件、条例の一部改正２件、町道路線
の認定１件、町道路線の変更１件、計１２議案を審議しいずれも原案どおり可決、承認しました。
一般質問では、４議員が登壇し（５ページから掲載）それぞれの町の考えを質問しました。

一般会計専決補正予算 ４１億 ６０７万円（１，０３７万円）
一般会計 ４１億３，８８２万円（３，２７６万円）
国民健康保険特別会計 １０億９，９６３万円（ ０ ）
簡易水道事業特別会計 １億４，０９３万円（ ０ ）
介護保険特別会計 ９億３，２３４万円（ １２万円）
後期高齢者医療特別会計 １億２，０４９万円（ １３４万円）

（左は予算総額（ ）内は１２月補正額）

主 な 内 容
◎県単林道工事 ５５０万円
◎町道維持工事 ５００万円
◎災害復旧費 ８８０万円

一般会計専決補正予
算、一般会計補正予算並
びに４特別会計補正予算
が提案され総額で４，４５９
万円が追加されました。
一般会計専決補正予算

は、１２月１６日に実施された衆議院議員総選挙
費です。
一般会計は主に、県単林道工事、町道維持

工事、災害復旧費の計上でした。

行
政
報
告
等

町
長
か
ら
行
政
等
の
報
告
が
あ
っ

た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

■
本
町
と
友
好
提
携
を
結
ん
で
い
る

宮
古
市
と
の
物
産
市
の
開
催
結
果

は
、
１０
月
２７
日
か
ら
１１
月
２５
日
ま
で

の
約
１
ヶ
月
、
宮
古
市
の
復
興
に
少

し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
、

神
山
温
泉
と
道
の
駅
で
物
産
販
売
を

し
た
と
こ
ろ
、
町
内
ま
た
町
外
の
多

く
の
方
々
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

売
り
上
げ
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

た
。

■
平
成
２５
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

は
、
国
の
現
在
の
概
算
要
求
で
、
地

方
交
付
税
は
総
額
で
前
年
度
よ
り

１
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
少
な
い
、
１７
兆

２
千
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

選
挙
の
結
果
に
よ
る
新
政
権
の
予
算

編
成
方
針
に
よ
り
、
予
算
自
体
が
見

直
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

■
歳
出
で
は
、
今
後
老
朽
化
し
た
施

設
の
維
持
管
理
、
公
共
施
設
の
耐
震

化
、
防
災
行
政
無
線
の
更
新
等
、
相

当
の
経
費
が
必
要
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
町
の
財
政
は

更
に
厳
し
い
財
政
運
営
が
強
い
ら
れ

る
こ
と
が
、
予
測
さ
れ
る
の
で
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
健
全
財
政

の
確
立
を
念
頭
お
き
つ
つ
、
本
町
が

目
指
す
べ
き
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

■
県
道
神
山
鮎
喰
線
の
南
馬
喰
草
地

区
の
道
路
改
良
工
事
は
１１
月
初
め
に

着
工
さ
れ
、
３
月
末
に
は
、
上
か
ら

１
５
０
メ
ー
ト
ル
の
間
が
、
拡
幅
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
残
り
の
区
間

は
、
来
年
度
改
良
工
事
が
行
わ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

■
と
く
し
ま
豊
か
な
森
づ
く
り
事
業

に
つ
い
て
は
、
管
理
が
行
き
届
か
な

い
森
林
を
町
が
取
得
し
、
森
林
の
広
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葉
樹
林
化
を
図
り
公
有
林
と
し
て
保

全
し
て
い
く
事
業
で
、
新
た
に
上
分

字
中
津
地
区
の
森
林
約
３１
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
事
業
申
請
を
行
い
、
県
の
承
認

を
得
た
の
で
、
取
得
に
向
け
計
画
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

■
太
陽
光
発
電
施
設
設
置
に
つ
い

て
、
徳
島
市
の
建
築
事
務
所
と
不
動

産
業
者
が
共
同
で
鬼
籠
野
字
一
ノ
坂

の
旧
阿
波
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
工
場

跡
地
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
の
建
設
を
計
画

し
て
い
る
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
５
千

５
０
８
枚
を
設
置
し
、
出
力
規
模
は

１
千
５
９
７
・
３２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、

今
年
度
稼
働
の
予
定
。
ま
た
、
１０
月

３１
日
の
徳
島
新
聞
の
記
事
で
は
、
徳

島
市
の
会
社
が
阿
野
字
長
谷
の
遊
休

地
３
万
３
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
借
り

受
け
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
５
千
５
２
０

枚
を
設
置
、
出
力
規
模
１
千
３
５
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
来
年
稼
働
を
目
指
す

と
の
情
報
も
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
事
業
者
か
ら
そ
れ
以
上
の
情
報
は

な
い
。

■
神
山
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
を
策
定
し
た
。
今
後
は
、
本
計
画

に
基
づ
き
安
全
で
快
適
な
住
ま
い
を

長
期
に
わ
た
っ
て
確
保
す
る
た
め
、

修
繕
、
建
て
替
え
な
ど
の
公
営
住
宅

等
の
活
用
方
法
を
定
め
中
長
期
的
な

維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
、

来
年
度
に
は
新
た
に
３
名
の
隊
員
の

募
集
を
考
え
て
い
る
。

■
人
事
院
勧
告
に
伴
う
職
員
の
給
与

改
定
は
月
例
給
、
ボ
ー
ナ
ス
と
も
に

民
間
給
与
と
の
格
差
が
極
め
て
小
さ

い
と
い
う
こ
と
で
、
改
定
は
行
わ
れ

な
か
っ
た
。
本
町
に
お
い
て
も
、
近

隣
町
村
の
動
向
を
勘
案
し
、
国
に
準

ず
る
こ
と
と
し
た
。
等
々
の
報
告
が

あ
っ
た
。

諸

報

告

○
平
成
２４
年
９
、
１０
、
１１
月
分
の
例

月
出
納
検
査
報
告

監
査
委
員
か
ら
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
に
属
す
る
出
納
状
況
を
出
納

機
関
の
諸
帳
簿
、
指
定
金
融
機
関
提

出
の
収
支
日
計
表
、
証
憑
書
類
と
照

合
し
た
結
果
、
過
誤
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

○
定
例
監
査
結
果
の
報
告

監
査
委
員
か
ら
本
庁
内
全
課
及
び

出
先
機
関
、
学
校
の
事
務
処
理
の
方

法
の
適
否
、
財
産
管
理
と
物
品
の
管

理
状
況
及
び
予
算
の
執
行
状
況
の
監

査
結
果
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
報

告
が
あ
っ
た
。

予
算
の
執
行
が
年
度
末
に
集
中
し

な
い
よ
う
適
正
な
執
行
に
努
め
る
こ

と
。
備
品
の
管
理
に
つ
い
て
、
再
度

台
帳
と
の
確
認
を
行
い
、
適
正
な
管

理
に
努
め
る
こ
と
。
公
用
車
の
適
正

な
管
理
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
た
報
告
が
あ
っ
た
。

○
財
政
援
助
団
体
等
監
査
結
果
の
報

告監
査
委
員
か
ら
各
団
体
と
も
補
助

金
や
委
託
金
に
つ
い
て
は
、
適
正
な

執
行
が
出
来
て
お
り
、
指
定
管
理
に

つ
い
て
も
適
正
な
施
設
管
理
や
運
営

も
行
わ
れ
て
い
る
な
ど
の
報
告
が
あ

っ
た
。

○
議
員
派
遣
報
告

主
要
地
方
道
神
山
鮎
喰
線
整
備
改

良
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
ほ
か
８
件

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

条
例
制
定
・
改
廃
等

○
神
山
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部

改
正

こ
の
条
例
は
、
平
成
２４
年
８
月
１

日
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
の
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。（
賛
成
多
数
可
決
）

○
神
山
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

こ
の
条
例
改
正
は
、
地
域
の
自
主

性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
公
営

住
宅
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
子

育
て
支
援
、
若
者
定
住
促
進
に
考
慮

し
た
裁
量
階
層
の
入
居
範
囲
を
拡
大
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し
、
収
入
基
準
等
を
新
た
に
定
め
る

も
の
で
あ
る
。
（
賛
成
多
数
可
決
）

そ

の

他

○
財
産
の
取
得

・
取
得
物
件

電
算
用
サ
ー
バ
、
プ
リ
ン
タ

・
契
約
の
相
手
方

徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
２
丁
目
２９

番
地
１

扶
桑
電
通
株
式
会
社

徳
島
営

業
所所

長

辻
井

伸
之

・
取
得
価
格

１
３
６
５
万
円

・
取
得
目
的

老
朽
化
に
伴
う
機
器
更
新
の
た

め

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
財
産
の
取
得

・
取
得
物
件

山
林

４
２
９
、９
０
０
�

・
取
得
価
格

土
地
・
立
木

２
０
０
５
万
５
９
０
０
円

・
取
得
目
的

と
く
し
ま
豊
か
な
森
づ
く
り
事

業
用
地

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
町
道
路
線
の
認
定

鬼
籠
野
字
喜
来
主
要
地
方
道
神
山

鮎
喰
線
よ
り
分
岐
し
、
神
山
鮎
喰
線

阿
野
字
北
養
瀬
に
至
る
間
を
「
町
道

喜
来
養
瀬
線
」
と
し
て
認
定
す
る
た

め
議
決
し
た
。
（
賛
成
多
数
可
決
）

○
町
道
路
線
の
変
更

「
町
道
入
手
名
ケ
平
線
よ
り
分
岐

名
に
至
る
」
を
「
町
道
入
手
名
ケ
平

線
よ
り
分
岐
町
道
中
峯
線
に
至
る
」

に
変
更
す
る
た
め
議
決
し
た
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

議
員
発
議
案

○
神
山
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正

本
条
例
改
正
は
「
資
格
審
査
特
別

委
員
会
及
び
懲
罰
特
別
委
員
会
」
の

委
員
の
定
数
に
つ
い
て
、
今
回
見
直

し
を
行
い
、
現
行
の
１０
人
か
ら
５
人

を
減
ら
し
、
委
員
の
定
数
を
５
人
と

す
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。

○
神
山
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改

正平
成
２４
年
９
月
の
地
方
自
治
法
の

改
正
で
、
本
議
会
に
お
い
て
も
委
員

会
と
同
様
に
、公
聴
会
の
開
催
、参
考

人
の
出
頭
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る

こ
と
と
な
っ
た
た
め
の
改
正
で
あ
る
。

ま
た
、
全
員
協
議
会
に
つ
い
て

も
、
法
律
上
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
今
回
合
わ

せ
て
全
員
協
議
会
に
つ
い
て
の
規
定

の
追
加
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

○
議
員
派
遣

災
害
発
生
時
の
住
民
避
難
誘
導
活

動
ほ
か
３
件
に
つ
い
て
、
議
員
を
派

遣
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

○
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査

各
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
に

お
け
る
案
件
に
つ
い
て
、
閉
会
中
も

引
き
続
き
調
査
を
行
う
と
決
定
し
た
。

請
願
・
陳
情
等

○
陳
情
書

・
消
費
税
増
税
の
実
施
中
止
を
求
め

る
陳
情
書

陳
情
者

徳
島
市
北
前
川
町
４
丁
目

１１－

２

徳
島
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長

井
上

尚

・
伊
方
原
発
の
再
稼
働
を
行
わ
な
い

こ
と
を
求
め
る
陳
情

陳
情
者

高
知
県
高
岡
郡
四
万
十
町

十
和
川
口
７
３
０

Ｎ
Ｐ
Ｏ
子
ど
も
と
未
来
四
万
十

代
表

川
下

徳
之

・
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
は
し

な
い
こ
と
な
ど
国
に
意
見
書
を
求

め
る
陳
情
書

陳
情
者

徳
島
市
北
前
川
町
４
丁
目

１１－

２

徳
島
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長

井
上

尚

・
電
気
設
備
工
事
・
管
設
備
工
事
の

分
離
発
注
推
進
の
陳
情

陳
情
者

徳
島
市
八
万
町
５
丁
目
７１

－

３

徳
島
県
設
備
業
協
会

会
長

栗
本

利
幸

・
公
費
負
担
に
も
と
づ
く
最
低
保
障

年
金
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見

書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
者

徳
島
市
大
道
１
丁
目

笠

井
ビ
ル
２
Ｆ

全
日
本
年
金
者
組
合
徳
島
県
本
部

執
行
委
員
長

吉
本

茂
則

・
無
年
金
・
最
低
年
金
者
へ
の
基
礎

年
金
国
庫
負
担
分
３
・
３
万
円
の

緊
急
支
給
す
る
措
置
を
求
め
る
意

見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

4議会だより かみやま



一
般
質
問西崎 哲夫 議員

１
問

答
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陳
情
者

徳
島
市
大
道
１
丁
目

笠

井
ビ
ル
２
Ｆ

全
日
本
年
金
者
組
合
徳
島
県
本
部

執
行
委
員
長

吉
本

茂
則

・
「
年
金
２
・
５
％
削
減
法
案
」
を

廃
案
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択
に
つ
い
て
陳
情

陳
情
者

徳
島
市
大
道
１
丁
目

笠

井
ビ
ル
２
Ｆ

全
日
本
年
金
者
組
合
徳
島
県
本
部

執
行
委
員
長

吉
本

茂
則

・
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
結
交
渉
開

始
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関

す
る
陳
情
書

陳
情
者

名
西
郡
石
井
町
高
川
原

２
１
６
８

非
核
の
政
府
を
求
め
る
徳
島
の
会

代
表
理
事

樋
端

規
邦

・
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
・
訓
練
の
中
止

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す

る
陳
情
書

陳
情
者

徳
島
市
国
府
町
府
中

６
４
３

徳
島
平
和
委
員
会

代
表
理
事

森
本

克
博

以
上
１４
件
に
つ
い
て
は
、
資
料
写

し
を
配
付
し
た
。

職
員
採
用
に
関
す
る
件
に
つ

い
て
。

�イ
保
育
に
従
事
す
る
職
員
の
内
、
調

理
員
、
用
務
員
を
除
く
職
員
の
内
、

正
職
員
、
臨
時
職
員
の
割
合
は
、
又

保
育
職
員
の
内
資
格
を
有
し
な
い
補

助
員
は
何
人
か
。
こ
う
し
た
現
状
の

基
本
的
な
考
え
方
は
、
臨
時
職
員
の

割
合
の
多
い
の
は
就
学
前
の
子
供
達

を
預
か
る
保
育
現
場
と
し
て
少
し
お

か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
言
う
町
民

目
線
の
意
見
も
あ
る
が
。

�ロ
町
職
員
人
件
費
削
減
の
も
と
、
正

職
員
に
対
す
る
臨
時
職
員
の
割
合
が

高
い
と
思
わ
れ
る
が
住
民
サ
ー
ビ
ス

維
持
の
た
め
に
は
一
定
の
正
職
員
は

必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
臨
時
職
員
で

無
理
し
て
対
応
し
て
い
る
の
で
は
、

そ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

�ハ
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
よ
り
町
は

２
・
１
％
以
上
の
雇
用
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
が
町
の
雇
用
率
は
、
平

成
２５
年
度
か
ら
は
２
・
３
％
に
な
る

そ
の
対
応
に
つ
い
て
。

総
務
課
長

�イ
保
育
現
場
職
員
の
内
広
野

下
分
両
保
育
所
で
正
職
員
１９
名
、
臨

時
職
員
が
１２
名
で
臨
時
職
員
の
割
合

は
３９
％
で
、
２２
名
の
保
育
職
員
の
内

無
資
格
者
４
名
で
あ
る
。
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
国
県
の
人
口
減
少
の

予
測
や
少
子
化
の
進
行
等
を
考
え
る

と
現
状
も
や
む
を
得
な
い
と
思
う
。

臨
時
職
員
の
給
与
、
休
暇
等
の
福
利

厚
生
に
つ
い
て
改
善
を
図
っ
て
お

り
、
今
後
も
改
善
を
考
え
て
い
き
た

い
。
臨
時
保
育
士
の
募
集
を
し
た
が

応
募
が
な
く
、
や
む
な
く
無
資
格
の

補
助
職
員
で
対
応
し
て
い
る
。又
、国

の
入
所
者
数
に
対
す
る
保
育
士
の
配

置
基
準
は
満
た
し
て
い
る
。

�ロ
職
員
数
に
つ
い
て
は
行
政
改
革
大

綱
に
お
い
て
平
成
２６
年
に
１
０
０
名

程
度
と
し
て
お
り
、
人
口
減
少
の
予

名
西
消
防
組
合
議
会

平
成
２４
年

第
２
回

定
例
会

第
２
回
定
例
組
合
議
会
は
、
平
成

２４
年
１２
月
２６
日
に
名
西
消
防
組
合
消

防
本
部
で
開
催
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
名
西
消
防
組
合

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
、
平
成
２３
年
度
名
西
消
防
組
合

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
、

平
成
２４
年
度
名
西
消
防
組
合
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
認
定

し
た
。

可
決
、
認
定
し
た
議
案
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

名
西
消
防
組
合
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
の
可
決
、
平

成
２３
年
度
名
西
消
防
組
合
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
は
歳
入
総
額
４
億

８
２
２
２
万
円
、
歳
出
総
額
４
億

７
３
８
１
万
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額

８
４
１
万
円
、
繰
越
明
許
費
繰
越
額

０
円
、
実
質
収
支
額
８
４
１
万
円
の

認
定
、
平
成
２４
年
度
名
西
消
防
組
合

一
般
会
計
補
正
予
算
は
６
８
３
万
円

を
減
額
し
５
億
２
１
０
０
万
円
を
可

決
し
た
。

第１６号
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答

２
問答

木元 史幸 議員

１
問

答
２
問答

３
問答

４
問答

５
問

答
６
問答

細井 成富 議員

１
問

測
か
ら
し
て
さ
ら
な
る
職
員
削
減
が

必
要
と
考
え
る
。

�ハ
心
身
障
害
者
の
雇
用
の
現
状
は
町

長
部
局
９１
名
の
内
障
害
者
が
１
名
在

職
し
て
お
り
２
・
１
％
を
満
た
し
て

お
り
法
改
正
後
も
満
た
し
て
い
る
。

■

再

問

在
職
し
て
い
る
障
害
者
は
周
知
し

て
採
用
し
た
者
か
、
又
採
用
し
た
職

員
の
中
で
た
ま
た
ま
障
害
者
が
い
た

も
の
か
、
そ
れ
と
も
採
用
後
に
障
害

者
手
帳
を
取
得
し
た
も
の
か
。

町

長

保
育
士
の
有
資
格
者
に
つ
い

て
は
適
確
な
配
置
が
出
来
て
い
る
。

理
想
は
１
０
０
％
正
職
員
と
す
べ
き

だ
が
人
口
推
計
、
出
生
数
の
予
測
か

ら
や
っ
て
い
る
の
で
や
む
を
得
な

い
。
し
か
し
少
し
ず
つ
は
改
善
し
た

い
。障

害
者
の
採
用
経
過
に
つ
い
て
は

二
代
前
の
町
長
の
時
代
に
採
用
し
た

が
、
障
害
者
枠
と
い
う
採
用
で
は
な

か
っ
た
。
障
害
者
と
の
共
生
社
会
を

常
に
考
え
職
員
採
用
に
努
め
た
い
。

高
齢
者
が
常
時
携
帯
可
能

な
容
器
と
工
夫
し
た
救
急

キ
ッ
ト
（
カ
ー
ド
）
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。
現
在
独
居
高
齢
者
が
対
象

だ
が
２
人
高
齢
者
も
対
象
に
し
て

は
、
在
宅
時
だ
け
で
は
な
く
、
外
出

時
も
考
慮
し
て
携
帯
可
能
な
も
の
に

し
て
は
。町

長

こ
の
レ
ベ
ル
の
対
策
は
高
齢

化
が
進
行
す
る
現
状
の
中
、
非
常
に

重
要
に
な
る
と
思
う
。
外
出
先
で
の

対
応
も
考
え
高
齢
者
２
人
世
帯
を
対

象
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
今
後
検

討
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

風
力
発
電
計
画
の
情
報
開
示

に
つ
い
て

必
要
に
応
じ
、
広
報
か
み
や

ま
等
を
通
じ
行
っ
て
い
く
。

環
境
影
響
評
価
調
査
は
、
独

立
し
た
機
関
な
の
か
、
委
員

名
は
。

調
査
機
関
は
、
財
団
法
人
日

本
気
象
協
会
で
あ
る
。
委
員

名
は
明
か
さ
れ
て
い
な
い
。

住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見

に
つ
い
て

質
問
事
項
に
つ
い
て
は
個
別

に
ユ
ー
ラ
ス
側
か
ら
回
答
し

て
い
る
。大

川
原
発
電
の
発
電
量
に
つ

い
て

企
業
側
は
出
せ
な
い
と
、
推

計
で
出
し
て
い
る
。

地
質
、
断
層
に
つ
い
て
。

地
質
の
安
定
し
た
秩
父
帯
に

建
設
さ
れ
る
。
調
査
地
点
を

増
や
す
。こ

の
事
業
に
よ
る
固
定
資
産

税
・
売
電
額
は
。

全
体
事
業
費
１
２
０
億
円
、

固
定
資
産
は
１７
年
間
で
１２
億

円
、
売
電
額
は
、
１
基
７
０
０
０
万

円
、
２０
基
で
１４
億
円
、
あ
く
ま
で
も

推
計
で
あ
る
。

町
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て

人
口
減
少
に
伴
い
少
子
化
が

6議会だより かみやま



答
２
問

答

歯ノ辻団地

結

相原 浩志 議員

１
問

答
２
問答

著
し
い
神
山
町
に
お
い
て
、
若
者
が

定
住
で
き
る
住
宅
の
必
要
性
は
各
方

面
で
叫
ば
れ
て
い
る
。
神
山
町
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
案
の
中
で
、

各
団
地
の
将
来
像
が
示
さ
れ
て
い

る
。
歯
ノ
辻
団
地
は
現
地
を
活
用
し

て
６
戸
程
度
の
住
宅
建
設
と
な
っ
て

い
る
、
そ
の
根
拠
は
。

現
在
、
２
棟
８
戸
の
住
宅
が

残
っ
て
お
り
、
そ
の
内
３
戸

が
居
住
し
て
い
る
。
そ
の
方
々
が
退

去
さ
れ
た
時
点
で
取
り
壊
し
て
、
現

地
で
６
戸
程
度
の
新
築
が
可
能
と
し

て
、
計
画
し
て
い
る
。
建
て
方
に
よ

っ
て
は
、
２
階
３
階
に
す
れ
ば
、
か

な
り
の
戸
数
の
住
宅
供
給
が
可
能
。

住
宅
建
設
は
人
口
動
態
や
地

理
的
要
因
、
需
給
状
況
を
視

野
に
入
れ
た
総
合
的
な
判
断
が
必
要

に
な
る
。
地
域
の
盛
衰
が
懸
る
事
案

で
あ
る
の
で
、
将
来
に
禍
根
を
残
さ

な
い
、地
域
が
発
展
す
る
よ
う
な
、若

者
が
希
望
を
持
っ
て
住
め
る
住
宅
建

設
計
画
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
る

が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
町
長
は
ど
の

様
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
。

若
者
向
け
の
住
宅
政
策
は
非

常
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、共
通
の
考
え
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

地
域
性
を
勘
案
し
な
が
ら
、
ど
の

様
な
手
法
で
建
設
で
き
る
か
現
在
、

情
報
収
集
を
し
て
い
る
。

行
政
が
補
助
金
を
使
っ
て
建
て
る

と
公
営
住
宅
法
に
よ
り
料
金
設
定
、

要
件
等
難
し
い
問
題
が
あ
る
。
民
間

の
活
力
導
入
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

考
え
て
い
る
。

若
者
向
け
の
住
宅
は
是
非
必
要
と

考
え
て
い
る
。

人
口
、
財
源
等
難
し
い
問
題

も
あ
る
が
、
公
営
住
宅
法
に

か
か
ら
な
い
よ
う
な
町
独
自
の
手
法

を
持
っ
て
、
若
者
が
入
居
出
来
る
よ

う
な
住
宅
建
設
の
施
策
に
期
待
し
た

い
。

有
害
駆
除
の
報
償
と
し
て
現

在
サ
ル
が
３
万
５
千
円
、
イ

ノ
シ
シ
、
シ
カ
が
１
万
５
千
円
、
カ

ワ
ウ
、
サ
ギ
類
が
３
千
円
、
カ
ラ
ス

が
１
千
円
と
６
種
類
の
報
償
費
と
な

っ
て
お
り
カ
ワ
ウ
、
サ
ギ
類
と
カ
ラ

ス
の
差
が
大
き
い
カ
ラ
ス
の
被
害
は

非
常
に
多
い
と
思
う
。
捕
獲
器
が
設

置
さ
れ
て
い
て
も
ま
だ
ま
だ
沢
山
お

る
の
で
そ
の
差
を
縮
め
ら
れ
な
い
か

問
う
。

町

長

カ
ラ
ス
の
絶
体
数
に
つ
い
て

は
減
っ
た
と
思
う
が
小
さ
い
群
で
各

地
域
に
点
在
し
て
被
害
を
受
け
て
い

る
の
が
実
態
と
思
わ
れ
る
。
値
上
げ

の
方
向
で
検
討
す
る
。

ハ
ク
ビ
シ
ン
に
つ
い
て
、
以

前
外
国
か
ら
入
っ
て
き
て
ど

う
猛
な
性
格
を
持
っ
て
お
る
よ
う
で

最
近
非
常
に
多
く
繁
殖
を
し
て
被
害

を
受
け
て
い
る
農
家
が
増
え
て
お
り

有
害
鳥
獣
の
対
象
へ
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

町

長

ハ
ク
ビ
シ
ン
は
、
有
害
鳥
獣

の
指
定
の
方
向
で
対
応
す
る
。
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第５６回町村議会議長全国大会に参加して
この日は突然の野田総理の衆議院解散の一報が夕方流された日であった。開会式も来賓が入れ
替わり立ち代りと少しざわついた中での開会式であった。
全国議長会は１１月１４日、東京ＮＨＫホールにおいて「真の分権型社会の実現をめざして」をメ
インテーマに開催された。（第３７回豪雪地帯町村議会議長会を併せて開催）
高橋正全国町村議会会長（群馬県榛東村議会議長）が真の地方分権型社会の実現を目指すにあ
たって大きな課題があるとし、東日本大震災の復
旧、地方分権改革、道州制、社会保障制度改革、
ＴＰＰ、地方交付税及び自動車関係諸税への議長
会会長としての主張を行い、「町村議会ではそれ
ぞれの地域の自主、自立の精神をもって地域振興
を図るため、議会自らの改革・活性化に努め、住
民の信託に充分応えられる議会とすべきである」
との決意を述べた。その後１６の決議案、４案の特
別決議案が提案され採択された。また各地方より地域に課せられた２４の要望も決議された。
翌日県下１６町村の議長とともに議会活動が活発な北海道白老町議会において研修会をもち「開
かれた議会・信頼される議会を目指して」と題し２０年余りにわたり継続して議会改革に取り組ん
できている白老町議会議長の話を伺った。
通年議会の開催、町民に開かれた議会づくりとして、夜間の本会議開催、本会議のインターネ
ット中継、傍聴者との懇談会開催、報道者への傍聴席でのパソコン使用の許可、議会だよりの充

かい り

実、議会の意思と住民の意思が乖離しない仕組みなどの説明があり本町議会においても充分検討
に値する話が聞けたことを研修の成果とするところであった。 （森本 吉治）

第５３回四国地区町村議長会研修会に参加して
四国地区町村議長会が香川県アルファホールあなぶきで１１月６日に開催された。
配られた書類を見て驚いたのは４県の町村の数の少なさであった。平成の大合併が行われたと
はいえ、これほど少なくなっているとは思わなかった。徳島県、高知県はそれなりの数であった
が、愛媛県、香川県では９町村、と少なくなっていたのを驚きに感じた。
さて開会の後、まず２０年以上勤続された６名の方の功労賞表彰がありその後、同志社大学の新
川教授の「自治体議会の災害対応」と題し講演がおこなわれ、２０１１年の東日本大震災で役場が被
害を受けて機能が果たせなくなった岩手県宮古市の議会の行動を例に話された。
大きな被害を受けた市庁舎の中での被害状況、現地調査、議会の機能確保の対応など。議会と
しての救援、復旧対策、当然ながらの対応はもちろんのこと、議会の危機管理体制のあり方、災

害時の専決処分、予算案問題等の本来の責務のこ
とについて講演がなされた。
四国地方には３０年以内には必ず襲来する東南海
地震の大きな被害が予想されています。神山町に
もどんな被害が予想されるやらもわからないが、
議会としての災害対応、防災体制の整備、災害時
における議員としての役割、議会としての役割を
再確認すべきであると痛感した。（森本 吉治）

行政視察などの報告

8議会だより かみやま
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岩
手
県
宮
古
市
で
の
議
員

行
政
視
察

平
成
２４
年
１０
月
２４
日
議
員
研
修
と

し
て
、
青
森
県
弘
前
市
Ｊ
Ａ
津
軽
み

ら
い
が
運
営
す
る
「
道
の
駅
ひ
ろ
さ

き
」
の
農
産
物
直
売
所
と
併
設
さ
れ

た
農
産
加
工
所
を
視
察
し
、
Ｊ
Ａ
職

員
よ
り
説
明
を
受
け
た
。

農
産
物
直
売
所
は
２
億
２
３
０
０

万
円
で
国
の
補
助
５
５
０
０
万
円
、

弘
前
市
よ
り
７
０
０
万
円
、
リ
ー
ス

１
５
０
０
万
円
、
残
り
は
Ｊ
Ａ
自
己

資
金
１
億
４
６
０
０
万
円
で
建
設
さ

れ
た
と
の
こ
と
。
Ｊ
Ａ
津
軽
み
ら
い

が
両
施
設
で
２
億
５
２
０
０
万
円
を

負
担
し
て
い
る
と
の
こ
と
、
Ｊ
Ａ
の

経
営
基
盤
の
充
実
を
実
感
し
た
次
第

で
あ
る
。

直
売
所
の

年
間
売
上
げ

約
８
億
円
と

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

農
産
加
工

は
、
Ｊ
Ａ
津

軽
み
ら
い
の

婦
人
部
会
員
１
３
６
名
が
中
心
と
な

り
、
果
樹
部
会
、
野
草
部
会
、
菓
子

部
会
、
漬
け
物
部
会
等
９
部
会
を
結

成
し
て
研
修
会
、
講
習
会
を
重
ね
、

何
度
も
失
敗
し
な
が
ら
９２
品
目
を
開

発
し
た
。
そ
の
裏
に
は
Ｊ
Ａ
の
資
金

面
で
の
強
力
な
支
援
が
あ
っ
た
。

神
山
町
の
す
だ
ち
指
導
の
、
農
産

物
の
加
工
に
Ｊ
Ａ
名
西
郡
も
今
以
上

に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、Ｊ
Ａ
津
軽
み
ら
い
に
比
し
、Ｊ
Ａ

名
西
郡
は
経
営
体
力
が
脆
弱
で
あ
る

と
思
う
、
行
政
が
一
歩
も
二
歩
も
踏

み
込
み
支
援
す
る
必
要
を
実
感
し
た
。

農
産
物
加
工
体
制
の
充
実
に
向
け

て
、今
後
一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ａ
津
軽
み
ら
い
の
職
員
が
言
わ

れ
て
い
た
が
、
農
産
加
工
品
の
開
発

は
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
成
功
に
た
ど

り
着
い
た
。
何
も
し
な
け
れ
ば
失
敗

も
し
な
い
が
成

功
も
な
い
、
何

も
し
な
い
こ
と

が
失
敗
だ
っ
た

と
思
っ
て
も
後

の
祭
り
だ
と
。

ノ
ー
ベ
ル
賞

授
賞
の
山
中
教

授
も
言
っ
て
い

た
が
、
失
敗
ば
か
り
で
や
め
た
い
と

思
っ
た
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
が
、
研

究
を
続
け
て
や
っ
た
こ
と
で
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
に
た
ど
り
着
い
た
と
。
失
敗
は

成
功
の
母
で
あ
る
、
努
力
継
続
こ
そ

成
功
の
源
で
あ
る
。

が
ん
ば
れ
神
山
（
坂
口

一
之
）

○
日
時

平
成
２４
年
１０
月
２５
日
�

午
後
１
時
よ
り

○
場
所

宮
古
市
役
所
議
会
事
務
局

会
議
室

�
宮
古
市
役
所
附
近
の
津
波
被
災
時

の
ビ
デ
オ
を
観
る

○
宮
古
市
議
会
３
月
定
例
議
会
最
終

日
閉
会
と
同
時
に
押
し
寄
せ
た
大
津

波
と
市
役
所
５
階
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
撮

影
動
画
ス
ク
リ
ー
ン
の
光
景
は
あ
ま

り
に
も
残
酷
な
も
の
だ
っ
た
。
つ
い

先
程
同
じ
位
置
か
ら
見
た
市
役
所
周

辺
視
察
と
は
と
て
も
信
じ
難
い
映
像

に
絶
句
し
た
。

�
視
察
項
目
、
東
日
本
大
震
災
に
関

す
る
取
り
組
み
状
況
と
題
し
て
。

�
震
災
時
の
議
員
の
役
割
に
つ
い
て

◎
宮
古
市
復
興
対
策
特
別
委
員
会
委

員
長
田
中
尚
氏
よ
り
説
明
を
受
け

る
。
議
会
閉
会
直
前
に
来
襲
し
た
大

津
波
。
閉
会
直
後
に
数
人
の
議
員
が

家
路
へ
、
市
役
所
一
階
が
浸
水
し
、

孤
立
、
停
電
、
携
帯
電
話
、
固
定
電

話
も
全
て
不
通
と
な
り
、
家
路
に
向

っ
た
数
人
の
議
員
の
安
否
が
確
認
で

き
る
迄
に
か
な
り
の
日
時
を
要
し

た
。「
震
災
復
興
計
画
の
策
定
及
び
推

進
」を
調
査
事
項
と
し
て
、
平
成
２３

年
４
月
臨
時
議
会
に
於
て
宮
古
市
復

興
対
策
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
閉

会
中
の
調
査
活
動
を
行
い
平
成
２３
年

９
月
１６
日
付
で
報
告
書
を
議
長
宛
提

出
す
る
。
議
会
議
員
が
は
っ
き
り
と

し
た
主
体
性
の
も
と
取
り
組
ん
だ
特

別
委
員
会
の
調
査
活
動
報
告
や
復
興

計
画
の
策
定
に
関
す
る
提
言
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
綿
密
な
内
容
に
な
っ
て

い
る
が
紙
面
の
都
合
で
割
愛
す
る
。

�
復
興
に
向
け
て
の
議
会
の
取
り
組

み
や
役
割
に
つ
い
て
。

○
宮
古
市
復
興
対
策
特
別
委
員
会
活

動
の
内
容
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
そ
の
他
の
常
任
委
員
会
活
動
に
つ

い
て

○
総
務
常
任
委
員
会

�イ
組
織
体
制
の
見
直
し

第１６号
平成２５年２月１５日発行9



��������������������������������������������������������������

�ロ
情
報
通
信
管
理
体
制
の
課
題

�ハ
仮
設
住
宅
関
係
課
題
の
解
決
策
に

つ
い
て
。

※
等
々
多
岐
に
わ
た
り
調
査
復
興
策

定
が
な
さ
れ
た
。

○
教
育
民
生
常
任
委
員
会

�イ
避
難
所
の
現
状
と
検
討
課
題
。

�ロ
学
校
運
営
の
状
況

�ハ
診
療
施
設
の
状
況

�ニ
保
育
施
設
の
状
況

�ホ
教
育
施
設
、
文
化
施
設
の
状
況

�ヘ
ガ
レ
キ
の
集
積
状
況
と
課
題
に
つ

い
て

※
等
々
多
岐
に
わ
た
り
策
定
が
な
さ

れ
た
。

○
経
済
常
任
委
員
会

�イ
主
産
業
で
あ
る
漁
業
関
係
の
状
況

と
復
興
に
向
か
っ
て
の
緊
急
課
題
と

復
旧
へ
の
策
定
。

�ロ
観
光
及
び

畜
産
業
の
現

状
と
復
興
の

緊
急
課
題
。

○
建
設
常
任

委
員
会

�イ
災
害
復
旧

対
策
に
つ
い

て
。

�ロ
避
難
場
所

及
び
防
潮
堤
に
関
す
る
検
討
課
題
に

つ
い
て
。

�ハ
住
居
等
の
高
台
へ
の
移
転
も
踏
ま

え
た
生
活
環
境
の
調
査
、
研
究
と
整

備
課
題
に
つ
い
て
。

※
市
役
所
で
の
研
修
会
後
記

市
議
会
議
員
２７
名
の
内
一
人
の
犠

牲
者
も
出
な
か
っ
た
の
は
何
よ
り
も

幸
と
思
わ
れ
る
が
議
員
各
々
に
多
少

の
被
害
を
受
け
て
い
る
現
実
と
、
し

か
も
非
常
事
態
の
中
、
議
会
と
し
て

議
員
と
し
て
、
そ
の
機
能
や
役
割
を

果
し
て
い
る
成
果
に
敬
意
を
表
す
と

共
に
宮
古
市
議
会
の
発
展
と
議
員
各

位
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
た
い
。

説
明
を
受
け
た
内
容
は
多
岐
多
範

に
わ
た
り
紙
面
の
都
合
上
割
愛
し
た

が
、
非
常
事
態
に
於
け
る
議
会
議
員

の
取
り
組
み
や
役
割
に
つ
い
て
は
常

に
日
頃
か
ら
貴
重
な
研
修
体
験
と
し

て
心
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
た
。

�
質
疑
応
答

�
被
災
地
現
地
視
察

�イ
表
紙
写
真
（
田
老
地
区
田
老
防
潮

堤
）
視
察

リ
ア
ス
式
海
岸
の
最
深
部
に
在
る

市
街
地（
田
老
地
区
）は
防
潮
機
能
、

堅
牢
共
に
全
国
防
災
関
係
者
の
見
学

者
が
あ
る
ほ

ど
の
防
潮
堤

に
守
ら
れ
て

い
た
市
街
地

で
あ
る
。
平

面
的
に
Ｘ
状

形
態
で
海
面

か
ら
堤
高

１０
�
総
延
長

２
４
３
３
�
の
田
老
の
大
防
潮
堤
も

今
回
の
大
津
波
は
乗
り
越
し
て
田
老

の
市
街
地
に
襲
い
か
か
り
無
惨
に
も

そ
の
大
半
を
奪
い
去
っ
た
。
明
治
２９

年
大
震
災
大
津
波
、
昭
和
８
年
の
大

津
波
の
教
訓
が
原
点
と
な
っ
た
、田

老
の
大
防
潮
堤
さ
え
も
今
回
の
大
津

波
に
は
な
す
す
べ
も
な
か
っ
た
。

過
去
の
大
津
波
の
教
訓
と
し
て
低

い
沿
岸
部
へ
の
居
住
を
戒
め
る
言
い

伝
え
や
碑
も
あ
っ
た
が
堅
牢
な
防
潮

堤
は
次
第
に
こ
の
教
訓
を
忘
れ
さ
せ
、

そ
の
上
引
き
波
の
妨
げ
と
な
り
被
害

を
甚
大
に
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

か
ろ
う
じ
て
残
さ
れ
た
田
老
の
大

防
潮
堤
の
一
部
に
立
ち
被
災
地
を
一

望
し
て
感
じ
た
こ
と
、
そ
れ
は
私
達

の
町
に
も
、
過
去
の
大
被
害
の
教
訓

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
次
代
に
伝
え

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
と
、
ど
ん
な

防
災
施
設
に
も
完
璧
は
な
く
想
定
外

の
大
災
害
が
起
り
う
る
可
能
性
を
否

定
出
来
な
い
思
い
を
強
く
し
た
。

�ロ
現
地
視
察

仮
設
住
宅
（
グ
リ
ン
ピ
ア
三
陸
み

や
こ
応
急
仮
設
住
宅
）

沿
岸
部
に
平
地
が
少
な
く
、
山
地

が
急
峻
な
こ
の
地
方
で
は
大
規
模
な

応
急
仮
設
住
宅
に
高
台
で
対
応
可
能

な
広
範
な
平
地
が
少
な
い
た
め
、
か

つ
て
山
中
に
県
が
造
成
し
宮
古
市
が

取
得
し
た
、
グ
リ
ン
ピ
ア
三
陸
み
や

こ
が
急
遽
応
急
仮
設
住
宅
地
に
な
っ

て
い
た
。
山
の
中
に
開
け
た
人
造
の

平
地
に
４
０
０
戸
の
仮
設
住
宅
が
規

則
正
し
く
立
ち
並
ぶ
様
は
、
応
急
と

は
言
え
異
様
で
あ
っ
た
。
大
津
波
に

よ
り
物
的
資
産
や
或
る
人
は
肉
親
を

失
い
失
意
の
中
で
肩
を
寄
せ
合
い
暮

ら
さ
ざ
る
を
得

な
い
、
り
っ
ぱ

と
は
言
え
な
い

仮
設
住
宅
、
入

居
者
の
物
心
両

面
の
一
日
も
早

い
復
興
を
祈
り

視
察
地
を
後
に

し
た
。

（
西
崎

哲
夫
）

田老地区での現地視察

仮
設
住
宅

10議会だより かみやま
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町村の議会議員として通算３５年以上在職し、地方自治の発展

に顕著な功績があったとして、総務大臣より感謝状が贈呈され

ました。

全国で４８名の方々に贈呈されました。

おめでとうございます。今後さらなるご活躍をご期待申し上

げます。

神山町と友好提携都市である岩手県宮古市の東日本大震災被災地視察時の写真であ

る。壊滅的被害を受けた、田老地区は田老の大防潮堤に守られ、中央部を国道４５号線が

貫通し、商店や住居で構成された広範な市街地であった。世界に誇る完璧とまで言われ

た大防潮堤は平面的にX形状に配され、海面からの堤高１０�総延長２４３３�で防災関係
者の見学者が絶えなかったと言われる。そんな堅牢な大防潮堤も今回の津波にはなすす

べもなく、むしろ引潮を遮り、被害を増幅したとさえ言われる。田老の被災地は視察時

瓦礫の撤去もほぼ終り、建物の基礎部だけが広がり、潮を被った田老の地には生い繁っ

た夏草が秋を迎えて茶褐色に変じ何とも言い様のない景色であった。

撮影 西崎哲夫

表紙写真解説
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議
会
の
動
き

１
月

６
日

消
防
出
初
め
式

１０
日

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
研
修

会

１３
日

成
人
式

２
月

１３
日

佐
那
河
内
村
議
会
・
神
山
町
議

会
行
政
交
流
研
修
会

１５
日

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
定
期

総
会

２０
日

市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

２６
日

勝
名
地
区
議
会
議
員
研
修
会

２８
日

県
町
村
議
会
議
長
会
第
６４
回
定

期
総
会

編

集

後

記

県
外
自
治
体
等
か
ら
の
行
政
視

察
が
激
増
し
て
い
る
。
そ
の
目
的

は
、
移
住
交
流
・
サ
テ
ラ
イ
ト
・

オ
フ
ィ
ス
事
業
で
あ
る
。
開
所
式

に
出
席
を
し
強
く
感
じ
た
。
か
つ

て
は
縫
製
工
場
、
電
子
部
品
工
場

で
あ
っ
た
。
今
日
の
姿
を
想
像
で

き
た
だ
ろ
う
か
。

企
業
に
は
、
モ
ノ
、
サ
ー
ビ
ス

を
通
じ
、
社
会
貢
献
す
る
責
任
が

あ
る
。
住
民
と
企
業
の
距
離
が
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
集
落
再

生
へ
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
注
目

し
て
い
き
た
い
事
業
で
あ
る
。

（
木
元
史
幸
）

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
！

皆
さ
ん
が
選
ん
だ
代
表
が
議
場
で

ど
ん
な
発
言
を
し
て
い
る
の
か
お
確

か
め
下
さ
い
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

定
例
会
は
年
４
回
（
３
月
・
６
月
・

９
月
・
１２
月
）
に
開
か
れ
ま
す
。

日
程
・
手
続
き
等
は
議
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

神
山
町
議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
５
１
１

﹇
Ｉ
Ｐ
２
０
０
２
﹈

次
の
定
例
会
は

３
月
上
旬
で
す
。

議
会
だ
よ
り
の
投
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
「
出
来
事
」
や
「
情
報
」

な
ど
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

投
稿
は
自
由
で
す
。
提
出
さ
れ
た
投

稿
は
、
本
委
員
会
で
協
議
検
討
し
、

承
認
を
得
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
発
刊
月
は
２
月
・
５

月
・
８
月
・
１１
月
の
年
４
回
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

神
山
町
役
場
内

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
５
１
１

﹇
Ｉ
Ｐ
２
０
０
２
﹈

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA

？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？
議会用語解説

委員会条例・会議規則とは委員会条例・会議規則とは
委員会条例とは
委員会の設置、委員の任期や定数、運営方法など委員会に関し必要な事項を定めた条例のこ
とです。なお、神山町議会における委員会条例の正式名称は「神山町議会委員会条例」です。
会議規則とは
議会における会議の手続きや運営方法などを定めた規則のことです。本会議・委員会の議事
手続、請願・陳情の扱いなどが定められています。なお、神山町議会における会議規則の正式
名称は「神山町議会会議規則」です。
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